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春
、
夏
、
年
末
… 

と
、
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に

家
電
製
品
の
新
型
モ
デ
ル
が
発
売
さ
れ
る
―
。

「
科
学
技
術
」
は
日
々
め
ま
ぐ
る
し
い
速
度
で

進
歩
し
、私
た
ち
の
生
活
を〝
便
利
〞で〝
豊
か
〞

に
し
て
く
れ
て
い
る
。

　
「
科
学
技
術
と
そ
の
技
術
革
新
は
、
経
済
成

長
の
原
動
力
だ
」

　

そ
う
話
す
の
は
、
高
等
教
育
支
援
が
専
門

の
角
田
学
・
J
I
C
A
国
際
協
力
専
門
員
。「
社

会
・
経
済
の
発
展
を
支
え
る
産
業
振
興
は
、

科
学
技
術
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
日
本

も
ほ
か
の
国
も
そ
う
。
そ
し
て
そ
れ
が
国
の

枠
を
超
え
て
相
互
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
こ
そ
、
そ
の
国
の
社
会
・
技
術
基
盤
に

十
分
配
慮
し
な
が
ら
、
国
を
越
え
て
協
力
し

合
う
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」。

　

経
済
成
長
は
各
国
共
通
の
目
標
。
特
に
「
成

長
を
通
じ
た
貧
困
削
減
」
を
目
指
す
途
上
国

に
と
っ
て
は
、
最
も
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
経
済
成
長
を
支
え
る
の
が
科
学

技
術
で
あ
り
、
そ
の
進
歩
が
第
四
の
産
業
と

も
い
わ
れ
る
I
T
（
情
報
通
信
技
術
）
産
業
を

生
ん
だ
。
多
く
の
新
興
国
は
、
こ
う
し
た
科

学
技
術
の
発
展
に
よ
り
経
済
成
長
を
達
成
。

今
ま
さ
に
、
世
界
中
を
巻
き
込
む
「
知
」
の

大
競
争
時
代
を
迎
え
て
い
る
。

　

I
T
産
業
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
科
学
技
術

の
発
展
は
技
術
革
新
を
生
み
、
新
し
い
産
業
を

育
て
る
原
動
力
と
な
る
。
し
か
し
、
多
く
の
途

上
国
の
場
合
、
産
業
と
い
え
ば
一
次
（
農
林
水

産
業
）、二
次
（
製
造
業
）、三
次
（
サ
ー
ビ
ス
業
）

が
主
体
だ
。
科
学
技
術
の
活
用
・
開
発
・
普
及

を
通
じ
て
新
た
な
産
業
を
つ
く
り
出
し
た
り
、

食
料
、
水
、
気
候
変
動
や
自
然
災
害
、
感
染
症
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
っ
た
地
球
規
模
の

課
題
に
対
応
で
き
る
だ
け
の
〝
科
学
技
術
力
〞

を
持
つ
途
上
国
は
少
な
い
。

　

そ
う
し
た
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
「
日

本
の
科
学
技
術
」
だ
。
エ
コ
カ
ー
（
低
公
害
自

動
車
）や
家
電
製
品
な
ど〝
付
加
価
値
の
高
い
〞

日
本
の
工
業
製
品
が
、
世
界
中
で
評
価
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
、

資
源
を
持
た
な
い
日
本
が
、
戦
後
の
焼
け
野

原
か
ら
復
興
を
遂
げ
、
高
度
経
済
成
長
を
達

成
で
き
た
の
は
、
科
学
技
術
の
振
興
・
教
育

に
力
を
入
れ
て
き
た
こ
と
が
大
き
い
。

　

現
在
日
本
は
、「
新
成
長
戦
略
」※
1
の
中
で

「
科
学
技
術
で
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
」「
知
恵

で
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
」
を
掲
げ
、
国
内

の
み
な
ら
ず
、
世
界
を
舞
台
に
、
科
学
技
術

の
振
興
・
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

科学技術の振興により、戦後、驚異的な発展を遂げた日本は、

その経験を生かして、50年近くにわたり途上国の高等教育を支援してきた。

そして、徐々に育ちつつある人材―。

JICAの工学系高等教育支援で培った“財産・人財”を

新たな協力へとつなげる取り組みを紹介する。

て
い
る
。「
こ
こ
10
年
、
日
本
人
研
究
者
が
発

表
し
た
論
文
は
、
他
の
研
究
者
の
論
文
に
引

用
さ
れ
る
数
で
世
界
の
上
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ

※
2
、
特
に
生
命
科
学
や
材
料
科
学
な
ど
基
礎

科
学
の
２
大
分
野
で
は
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。
日
々
激
化
す
る
科
学
競
争
の
中
、
日
本

の
科
学
技
術
力
が
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ

る
証
拠
」（
角
田
専
門
員
）。
こ
う
し
た
面
か
ら

も
、
日
本
に
対
す
る
途
上
国
の
期
待
の
高
さ

が
う
か
が
え
る
。

　

他
方
で
、
科
学
技
術
の
振
興
と
人
づ
く
り

の
途
上
国
支
援
は
日
本
も
元
気
に
し
て
く
れ

る
。「
長
い
不
況
で
活
気
の
な
い
日
本
で
は
、
内

向
き
志
向
の
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を

打
ち
破
る
た
め
に
も
、
積
極
的
に
海
外
へ
出

て
、
優
位
性
の
あ
る
科
学
技
術
を
伸
ば
す
こ

と
は
重
要
。
科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
は
、

少
子
化
が
進
む
日
本
が
世
界
で
生
き
残
っ
て

い
く
カ
ギ
に
も
な
り
ま
す
」
と
角
田
専
門
員

は
指
摘
す
る
。

　

科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
の
舞
台
と
な

る
の
は
「
高
等
教
育
」
だ
。

　

世
界
の
高
等
教
育
支
援
が
活
発
化
し
た
の

は
１
９
９
８
年
。
途
上
国
で
高
等
教
育
の
就
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学
率
が
上
昇
し
始
め
た
こ
と
を
背
景
に
パ
リ

で
開
催
さ
れ
た
、「
高
等
教
育
世
界
会
議
」
が

契
機
と
な
っ
た
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
そ
れ
以
前
の
60

年
代
か
ら
、
社
会
の
「
知
」
の
源
泉
で
あ
る
高

等
教
育
支
援
を
通
じ
て
、
国
の
発
展
の
基
盤

と
な
る
「
産
業
人
材
の
育
成
」
を
実
施
。
そ

の
代
表
例
が
、タ
イ
の
モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大

学
ラ
カ
バ
ン
校
や
ケ
ニ
ア
の
ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ

ッ
タ
農
工
大
学
に
対
す
る
支
援
だ
。

　

モ
ン
ク
ッ
ト
王
工
科
大
学
ラ
カ
バ
ン
校
は
、

日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）
で
設
立
さ

れ
た
初
の
教
育
・
訓
練
機
関
。
約
50
年
前
に
電

気
通
信
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切

っ
た
後
、
専
門
学
校
、
大
学
へ
と
昇
格
す
る
。

最
終
的
に
は
修
士
・
博
士
課
程
や
研
究
所
を
設

置
し
、
い
ま
や
国
内
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
工
科
系

大
学
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
く
ま
で
に
な

っ
た
。

　

ま
た
、
約
20
年
前
に
中
堅
技
術
者
の
育
成
校

と
し
て
開
校
し
た
ジ
ョ
モ
ケ
ニ
ヤ
ッ
タ
農
工
大

学
も
、
農
学
と
工
学
を
融
合
さ
せ
た
先
進
的
な

大
学
と
し
て
注
目
を
集
め
る
に
至
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
J
I
C
A
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
貧
困

削
減
と
社
会
経
済
開
発
に
貢
献
す
る
「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
」や
「
人
材
育
成
」
の
取
り
組
み

を
促
進
す
る
「
ア
フ
リ
カ
人
造
り
拠
点
（
A
I

C
A
D
）」
を
設
立
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
現
在
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
こ
う
し
た
過
去
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の
協
力
の
〝
財
産
〞
で
あ
る
途
上
国
の
大
学
と

日
本
の
大
学
の
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
」
を
支
援
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
地
域

で
は
「
ア
セ
ア
ン
工
学
系
高
等
教
育
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク（
Ａ
U
N
/
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ―

Ｎ
e
t
）プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」（
14
ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
）
を
、
エ
ジ

プ
ト
で
は「
エ
ジ
プ
ト
日
本
科
学
技
術
大
学（
Ｅ

―

Ｊ
Ｕ
Ｓ
Ｔ
）
設
立
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
4
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
協
力
は
、
日
本
の
大
学
や
関
係
省
庁
、
産
業

界
な
ど
を
巻
き
込
ん
だ
〝
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
〞

の
取
り
組
み
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
国
で
は
解
決
し
き
れ
な
い
地
球
規

模
の
課
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背

景
に
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術

振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
や
独
立
行
政
法
人
日
本

学
術
振
興
会
（
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
）
な
ど
と
連
携
。
研

究
者
間
の
交
流
を
通
じ
て
、
途
上
国
の
大
学
・

研
究
機
関
な
ど
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
・
デ
ィ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
（
能
力
開
発
）
に
向
け
た
協
力
も

増
え
て
い
る
。

　

一
方
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
高
等
教
育
を
底
支

え
す
る
基
礎
教
育
（
初
等
・
中
等
教
育
）
支

援
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。「
科
学
技
術
を
重

視
す
る
国
の
多
く
は
、
小
中
学
校
で
の
理
数

科
教
育
を
強
化
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
基
礎
教
育
支
援
が
専
門
の
又

地
淳
・Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
専
門
員
だ
。

　

国
際
的
な
基
礎
教
育
支
援
は
、
国
連
教
育

科
学
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
な
ど
が
中

心
と
な
っ
て
、
90
年
に
タ
イ
で
開
催
さ
れ
た

「
万
人
の
た
め
の
教
育
（Education for A

ll

）

世
界
会
議
」
を
境
に
増
え
始
め
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
も

90
年
代
に
入
っ
て
か
ら
理
数
科
教
育
支
援
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。「
日
本
の
理
数
科
教
育
は

国
際
的
に
見
て
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、

他
教
科
に
比
べ
る
と
価
値
中
立
的
で
あ
る
た

め
、
外
部
者
と
し
て
協
力
し
や
す
い
」（
又
地

専
門
員
）
こ
と
に
加
え
、
60
年
代
か
ら
理
数

科
教
員
の
青
年
海
外
協
力
隊
が
派
遣
さ
れ
、

協
力
の
実
績
が
あ
っ
た
。
日
本
に
と
っ
て
「
長

年
の
協
力
で
培
わ
れ
た
人
材
を
活
用
で
き
る

利
点
は
大
き
か
っ
た
」
と
い
う
。

　

で
は
、
日
本
の
理
数
科
教
育
が
途
上
国
の
科

学
技
術
の
進
展
に
ど
う
貢
献
し
得
る
の
か
―
。

そ
の
答
え
は
、「
実
用
的
・
実
践
的
な
学
び
」

で
あ
る
と
又
地
専
門
員
は
言
う
。「
理
数
科
教

育
で
重
要
な
の
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
身

の
回
り
の
こ
と
と
、
数
学
や
科
学
と
を
結
び
付

け
ら
れ
る
か
ど
う
か
で
す
」。
日
本
の
小
学
校

で
は
、
廉
価
な
理
科
実
験
器
具
や
算
数
教
材
な

ど
具
体
物
を
活
用
し
た
り
、
周
辺
の
動
植
物
を

観
察
す
る
な
ど
、「
身
近
な
現
象
や
生
活
」と「
数

学
的
・
科
学
的
な
概
念
」
と
を
関
連
付
け
る
機

会
が
多
く
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で
多
い
の

が
、
暗
記
型
の
教
育
。
理
科
で
は
「
水
の
沸
点

は
１
０
０
度
」
と
い
う
こ
と
を
単
な
る
知
識
と

し
て
暗
記
し
た
り
、
算
数
で
は
冒
頭
に
公
式
を

教
わ
り
、
後
は
練
習
問
題
を
解
く
と
い
う
よ
う

な
授
業
が
多
く
、
実
物
と
の
関
連
付
け
が
な
さ

れ
な
い
。「
科
学
の
出
発
点
は
『
な
ぜ
？
』。
何

に
対
し
て
で
も
疑
問
を
抱
き
、
生
徒
自
身
で
そ

の
答
え
を
解
明
す
る
機
会
が
あ
る
か
ど
う
か
、

そ
の
過
程
を
見
守
り
な
が
ら
必
要
な
時
に
説

明
で
き
る
人
が
い
る
か
ど
う
か
、
そ
の
よ
う
な

環
境
が
科
学
技
術
分
野
の
人
づ
く
り
に
と
て

も
重
要
で
す
」。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
展
し
、
人
間
の
価
値
観

が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
今
、
特
に
問
わ
れ
て

い
る
の
が
、
理
数
科
教
育
で
科
学
の
基
礎
を
鍛

え
た
上
で
応
用
の
利
く
技
術
を
伝
え
、
創
造
力

の
あ
る
人
間
を
育
て
る
科
学
技
術
分
野
の
高

等
教
育
だ
。「
人
づ
く
り
は
す
ぐ
に
成
果
が
出

る
も
の
で
は
な
い
。後
世
に
残
す
も
の
で
あ
り
、

長
い
時
間
を
か
け
国
・
地
域
の
活
力
と
な
っ
て

い
く
も
の
」（
角
田
専
門
員
）。
だ
か
ら
こ
そ「
科

学
技
術
系
高
等
教
育
」
は
、
途
上
国
が
明
日
へ

の
可
能
性
を
切
り
開
く
〝
試
金
石
〞
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

大学は
“明日への基礎”を

築く場所

学時代は6年間、JKUATの建築学科で学びました。今も建築家
として仕事をしていますが、私のキャリアに必要な基礎はすべて、

JKUATで習得したと言っても過言ではありません。JICAの支援の下、私
たちは実に系統だった教育にめぐり会うことができました。日本人専門家
や短期派遣の日本人教授の講義を受ける機会もあり、私自身、ケニアに
いながらも国際社会に視野を広げるきっかけになったように思います。
　卒業後は、ナイロビ市役所での勤務を経て、都市環境開発系のNGO
に転職しました。そこで初めて、ナイロビ市街地のスラム地区の開発計画
に携わり、やはり自国が抱える課題に真正面から取り組む仕事がしたいと
いう思いが強まったんです。数年後には「ECOTACT」という会社を立ち
上げ、公共の場にトイレを設置・普及する“IKOTOILET”という活動を提
唱しました。文化や身分など関係なく、すべての人が“清潔で安全なトイ
レ”が使用できるようになればという思いからでした。そもそも“公衆衛生”
の概念すらなかったこの国で展開したトイレビジネス。その斬新さと社会
的インパクトが認められ、自治体を巻き込んで行うまでの大事業になりま
した。社会起業家として数々の賞をいただくこともでき、それが大きな自信
にもなっています。
　JKUAT時代に専門性の基礎をしっかりと築けたからこそ、その後、物
事を適切に解決に導く方法を身に付けることができたのだと思います。振
り返ってみると当時から、都市環境の分野で革命を起こしたいという野望
を抱いていました。JKUATでの学びが、“プロフェッショナル”としての私を
誕生させてくれたと思っています。

1970年代後半から20年以上にわたり、ジョモケニヤッタ農工大学
（JKUAT）への協力を続けてきたJICA。その前身であるカレッジの
設立支援に始まり、農工業分野の技術者の育成を目指し、ディプロ
マ課程、学士課程の設置・運営の技術支援を行うなど、高等教育機
関としての能力強化に多方面から取り組んできた。そして長年の時
を超えて、ケニア各地に広まりつつある成果―。今まさに、アフリカ
の産業界で活躍するJKUATの卒業生を訪ねた。

（1997年建築学科卒業） 

ECOTACT LTD 会長
デイビット・クリア氏
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高等教育の基礎を鍛える「理数科教育」支援
工学系高等教育へ進む上で欠かせないのが、学力の土台をつくる「理数科教育」。

その“基礎学力”を鍛えるため、小中学校の理数科の授業の質の改善を目指したＪＩＣＡの協力が、
サハラ以南アフリカの国々で行われている。

  

「
０・３
メ
ー
ト
ル
は
、何
セ
ン
チ
で

す
か
？
」

　

サ
ハ
ラ
以
南
ア
フ
リ
カ
で
は
、い
か

に
も
簡
単
に
思
え
る
よ
う
な
こ
ん
な

質
問
に
、正
し
く
答
え
ら
れ
な
い
子

ど
も
は
決
し
て
珍
し
く
な
い
。数
字

は
知
っ
て
い
て
も
、長
さ
に
は
異
な
る

単
位
が
あ
り
、そ
れ
が
ど
う
使
い
分

け
ら
れ
て
い
る
か
を
実
体
験
と
し
て

理
解
で
き
て
い
な
い
か
ら
だ
。

　

算
数
や
数
学
、理
科
、化
学
、物

理
と
い
っ
た「
理
数
科
教
育
」は
、高

度
な
技
術
や
産
業
の
発
展
に
は
欠

か
せ
な
い
工
学
系
高
等
教
育
の
土
台

と
な
る
も
の
。し
か
し
こ
の
地
域
で

は
、た
と
え
小
中
学
校
を
卒
業
し
た

生
徒
で
も
、高
等
教
育
に
進
む
上
で

必
要
な
、最
低
限
の
基
礎
的
理
解
と

知
識
が
身
に
付
い
て
い
る
と
は
限
ら

な
い
。授
業
の
準
備
す
ら
し
な
い
責

任
に
欠
け
た
教
員
の
姿
勢
、一
方
的

に
教
科
書
の
中
身
を
黒
板
に
写
す

だ
け
の
暗
記
中
心
の
授
業
な
ど
が
、

そ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
し
よ

う
と
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
が
１
９
９
８
年
か

ら
ケ
ニ
ア
で
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
、

「
中
等
理
数
科
教
育
強
化
計
画
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
）」だ
。中

学
校
の
理
数
科
教
員
の
指
導
力
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、「
教
員
研
修
」の

強
化
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。２

０
０
８
年
ま
で
の
10
年
間
、教
員
研

修
を
担
当
す
る
指
導
員
の
育
成
を

通
じ
、教
員
の
意
識
改
革
を

図
る
と
と
も
に
、生
徒
が
主

体
的
に
参
加
で
き
る
魅
力

的
な
授
業
の
手
法
な
ど
を

伝
え
て
き
た
。そ
の
結
果
、

実
験
を
取
り
入
れ
た
り
教

材
を
効
果
的
に
活
用
す
る

な
ど
授
業
の
質
は
改
善
さ

れ
、生
徒
た
ち
の
理
数
科
科

目
に
対
す
る
意
欲
も
見
ら

れ
る
よ
う
に
。当
初
は
、一
部

の
州
を
対
象
に
行
わ
れ
て
い

た
研
修
も
全
国
へ
拡
大
し
、

こ
れ
ま
で
に
約
２
万
人
の
教

員
が
指
導
員
に
よ
る
研
修

を
受
け
、約
２
５
０
万
人
の
生
徒
が

恩
恵
を
受
け
る
な
ど
大
き
な
成
果

を
上
げ
た
。09
年
か
ら
は
ケ
ニ
ア
政

府
の
意
向
を
受
け
、小
学
校
の
理
数

科
教
員
約
６
万
人
に
も
、同
様
の
研

修
を
実
施
す
る
た
め
の
新
た
な
支

援「
理
数
科
教
育
強
化
計
画
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」が
始
ま
っ
て
い
る
。

　

こ
の〝
大
き
な
変
化
〞に
、同
様
の

課
題
を
抱
え
る
他
の
サ
ハ
ラ
以
南
ア

フ
リ
カ
各
国
も
注
目
。こ
れ
に
応
え

る
形
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
積
極
的
に
支
援

を
展
開
し
、現
在
、ケ
ニ
ア
を
含
む

12
カ
国
で
小
中
学
校
の
理
数
科
教

員
に
対
す
る
研
修
を
行
っ
て
い
る
。

成
功
例
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め

に
各
国
の
教
員
研
修
の
指
導
員
を

ケ
ニ
ア
に
招
い
た
り
、Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ

で
経
験
を
積
ん
だ
ケ
ニ
ア
人
の
指
導

員
が
専
門
家
と
し
て
派
遣
さ
れ
る

小学校で行われた模擬授業の様子を、後方から見
学する教員たち

「どうしてそうなるの？」。「理科キャラバン」の楽しい
実験ショーに喜ぶエチオピアの子どもたち。その好
奇心こそが、新たな学びへの一歩となる

こ
と
も
あ
る
。さ
ら
に
、各
国
の
経

験
の
共
有
な
ど
を
目
的
に
01
年
、域

内
理
数
科
教
育
促
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
Ｓ
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ｅ―

Ｗ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ａ
」を
設

立
し
、加
盟
国
は
当
初
の
11
カ
国
か

ら
34
カ
国
へ
と
拡
大
し
て
い
る
。

　

一
方
、エ
チ
オ
ピ
ア
で
は
、青
年
海

外
協
力
隊
の
理
数
科
隊
員
が
各
地

の
小
学
校
を
巡
回
し
て
実
験
シ
ョ
ー

を
開
催
す
る「
理
科
キ
ャ
ラ
バ
ン
」が

注
目
を
集
め
て
い
る
。空
気
入
れ
を

使
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ロ
ケ
ッ
ト
や

ダ
ン
ボ
ー
ル
で
作
る
空
気
砲
な
ど
、

身
近
な
素
材
を
使
っ
て
で
き
る
生
徒

参
加
型
の
実
験
を
行
う
こ
と
で
、多

く
の
子
ど
も
た
ち
に
理
科
の
面
白

さ
を
伝
え
て
い
る
。「
教
師
も
子
ど

も
た
ち
も
楽
し
く
取
り
組
め
る
実

験
を
、今
後
も
広
げ
て
い
き
た
い
」と

隊
員
た
ち
も
意
欲
的
だ
。

ビーカーを使った実験に挑戦するケニアの中学生。自分たちが主
体的になる初めての授業に目を輝かせる

九州大学 理事・副学長

安浦 寛人 氏

学校法人立命館 副総長

モンテ・カセム 氏

在、九州大学では約80カ国1,700人の留学生を受け入れています。
これまで博士号を取得した留学生は約1,800人、帰国後は母国で研

究者になることが多く、彼らが橋渡し役となりさまざまな協力を行ってきました。
　しかし開発途上国を“支援する”立場だった日本の大学も、時代の流れとと
もに変化が求められています。例えば、私たちが大学の原点に返るきっかけに
もなったJICAの「エジプト日本科学技術大学（E-JUST）設立プロジェクト」（4
ページに関連記事）。そもそも大学の役割は、自国の文化や価値観を守りなが
ら、社会のニーズに合った新しい技術をつくり出していくことです。ですから先
端技術をただ伝えるのではなく、産学連携の仕組みなど、日本が途上国の大
学の組織づくりをサポートしていくことにも意義があるのです。日本の大学の強
みを生かすと同時に、自身が直面する課題にも取り組むことで、日本とエジプト
両国にとって“理想的な大学”を目指しています。
　大学はその語源にもあるように、“世界観”を持つ場所です。一国の色に染
めてしまっては“University”にはなり得ない。九州は日本のどこよりも東南ア
ジアに近い地域ですから、日本の玄関口にある大学として、国際化の流れを引
っ張っていかなければならない。そう感じています。

子・高齢化問題が深刻化する中で、日本の大学は存続の危機に立た
されています。一方でこの10年、東南アジアを中心に途上国では高

等教育の必要性が高まっているので、この両者のニーズをうまく組み合せれ
ば、必ず大きな成果が生まれるはずです。「大学の国際化」には、無限の可能
性を感じています。
　しかし残念ながら、日本はまだその波に乗ることができていません。大学から
外に出ていく研究者は、マイノリティーと考えられがち。実際、研究室を数カ月
間空けることが難しいのも事実です。しかし、途上国には研究テーマとなりうる
リソースが豊富にあります。これからは、どんどん外に出て行って現地の大学と
の連携を強化し、世界的な社会問題に貢献し得る研究を進めていくことが求
められているのです。
　また、日本の大学が途上国に還元できる経験もたくさんあります。私もかつ
ては留学生でしたが、日本の教育で感銘を受けたものの一つが「ゼミ」のシス
テムです。指導教官と学生が師弟関係を築き、研究を通して他のゼミ生と人
間関係を構築していく。ある意味“コミュニティー”のようなもので、社会で大切
なことを学ぶ場でもあります。そんな日本のきめ細やかな教育の仕組みを途上
国に伝え、共に成長していく時に来ているのではないでしょうか。

日本の大学̶ 国際化の意義 ̶

日本の大学は、JICAの高等教育支援に欠かせないプレーヤー。
実際に、組織として国際協力を方針に掲げ、

開発途上国の大学と共同研究などを行うケースも増えている。
日本の大学が海外に出ていく意義とは。
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